
2021 年 3月吉日 

受益者の皆様へ 

ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社 

 

「ＪＰＭグローバルマイスター」 

目論見書記載変更のお知らせ 

 

 拝啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 また、平素より弊社の投資信託に格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

 

 さて、弊社の追加型証券投資信託「ＪＰＭグローバルマイスター」（以下「当ファンド」とい

います。）につきまして、当ファンドの交付目論見書の投資先ファンド「ＪＰモルガン・ファン

ズ－グローバル・アンコンストレインド・エクイティ・ファンド」の名称変更（2021 年 4 月 1 日

付予定）並びに「ファンドの目的・特色」「投資リスク」の記載の一部変更を行いますのでご連

絡申し上げます。 

 

なお、信託約款において上記投資先ファンドの名称の変更以外に運用の基本方針および運用方

法等一切の変更はございません。また、目論見書の「ファンドの目的・特色」「投資リスク」の

記載の一部変更につきましては、従来の当ファンドの投資対象とする成長株について、より成長

性を重視した運用を行うことを説明するためのものです。詳細につきましては、以下をご参照く

ださい。また、請求目論見書における記載変更の詳細については、弊社ホームページ

（https://www.jpmorgan.com/jp/am/）に掲載しています。 

 

また、本件変更に関しまして、受益者の皆様のお手続きは不要です。 

 

敬具 

 

記 

 

 2021 年 4 月 1 日以降、交付目論見書において以下の記載内容が変更となります（下線部分が変

更箇所となります）。 

 

＜投資先ファンド＞ 

「ＪＰモルガン・ファンズ－グローバル・グロース・ファンド」および「ＧＩＭジャパン・マネー

プール・ファンドＦ（適格機関投資家専用）」です。 

 

＜ファンドの目的・特色＞ 

１ ファンドの特色 

主として、世界の株式の中から、時価総額、業種および国に制限を設けず、優れた、かつ持続

的な成長が期待できると判断される銘柄を中心に選定して投資します。 

 

  



４ 投資先ファンドの特徴 

・グローバル株式ファンド 
名称 ＪＰモルガン・ファンズ－グローバル・グロース・ファンド 

（JPMorgan Funds - Global Growth Fund） 

ＪＰＭグローバル・グロース（Iクラス） （円建て） 

（JPM Global Growth I） 

ファンドの形態 ルクセンブルク籍・外国投資法人 

目的 世界の成長株に投資し、資産の長期的な成長を目指します。 

主要投資対象 世界の株式 

主な運用方針 優れた、かつ持続的な成長が期待できると判断される世界の株式（以下「成長株」という

場合があります。）に投資し、投資対象とする株式の時価総額、業種及び国には制限を設

けません。時価総額の小さい株式へ投資する場合があり、ある業種や市場に集中した投資

をすることがあります。 

ベンチマーク MSCI オール・カントリー・ワールド・グロース・インデックス（税引後配当込み） 
MSCI オール・カントリー・ワールド・グロース・インデックスは、MSCI Inc.が発表しています。同

インデックスに関する情報の確実性および完結性を MSCI Inc.は何ら保証するものではありません。

著作権は MSCI Inc.に帰属しています。 

運用プロセス ① ボトムアップ・アプローチによる投資対象銘柄の候補の選出 

世界の株式の中から、数値データに基づいて企業や株価の成長性等を測る分析（定量分

析）および現地に密着した企業取材等による業界動向や企業の戦略等の数値化できな

い事象の分析（定性分析）に基づく銘柄評価を行い、その結果をもとに投資対象銘柄の

候補が選出されます。 
ボトムアップ・アプローチとは、経済等の予測・分析により銘柄を選定するのではなく、個別企業

の調査・分析から銘柄の選定を行う運用手法をいいます。 

企業取材とは、企業訪問、企業来訪、電話取材等を通じて、企業の情報を得ることをいいます。 

② 投資対象銘柄の決定 

①で選出された投資対象銘柄の候補について、運用チーム内で意見交換し、当該候補の

中から、優れた、かつ持続的な成長を遂げる可能性があると判断される銘柄をさらに絞

り込みます。また、①で候補として選出されなかった銘柄や①でそもそも分析対象とな

らなかった銘柄についても、運用チーム内での意見交換を通じて、あらためて投資魅力

度が高いと判断されることがあり、それらの銘柄を加え投資対象銘柄とします。 

③ 組入銘柄・比率の決定 

②で決定された投資対象銘柄から、相場動向、流動性等の市場環境、投資先ファンド全

体のリスク特性等を総合的に判断したうえで、最終的に組み入れる銘柄と組入比率を決

定し、投資先ファンドを構築します。 

運用会社 ＪＰモルガン・アセット・マネジメント（ＵＫ）リミテッド（英国法人） 
（注）ファンドで投資するグローバル株式ファンドは円建てのため、ファンドにおいて運用成果を測る際に参考とする指数

は、MSCI オール・カントリー・ワールド・グロース・インデックス（税引後配当込み、円ベース）とします。当該指数は、

MSCI オール・カントリー・ワールド・グロース・インデックス（税引後配当込み）を委託会社にて円ベースに換算したも

のです。 

 

＜投資リスク＞ 

以下の投資リスクを「基準価額の変動要因」に追加します。 

（スタイル特化型運用のリスク） 

割安株と成長株の価格は、一方が好調である時期にもう一方が不調になる傾向があることか

ら、投資先ファンドのように割安株または成長株のどちらか一方への投資に特化した運用スタ

イルを持つファンドは、その影響を受けて一定期間、基準価額が下がることがあります。 
割安株とは、利益や資産に対しての評価が株価に反映していないとみなされ、株価が低い状態の株式をいい

ます。 

 

以上 

 

当該変更についてのお問い合わせ先： 

 ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社 

 電話番号 03-6736-2350（受付時間：営業日の午前９時～午後５時） 


